
 
別 紙 

府中市まち・ひと・しごと創生総合戦略に関する進捗状況の評価結果について 

 

１ 評価方法について 

  対象年度ごとに、「具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評

価票（以下、「評価票」という。）」を用いて評価を行いました。 

(1) 一次評価 

  施策の担当課が、ＫＰＩの実績及び取組内容に基づいた評価を行い、評

価票を作成しました。 

 ア ＫＰＩの進捗状況 

   担当課において、次の３段階で評価しました。 

区分 内容 

Ａ 目標達成に向け、順調に進捗している。 

Ｂ やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

Ｃ 遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 

 

  イ 担当課の評価 

   (ｱ) 平成２７年度 

     平成２７年度は、次の３段階で評価し、取組内容と評価を記載しま

した。 

区分 内容 

Ａ 重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割

合が６０％以上 

Ｂ ＡとＣ以外の割合 

Ｃ 重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割

合が６０％以上 

    

   (ｲ) 平成２８年度 

平成２８年度は評価が２年目となり、前年度の評価結果を踏まえて 

担当課が評価を行うに当たり、ＫＰＩの進捗状況だけでなく、取組内

容の質的側面も考慮できるよう、担当課の評価の考え方を変更し、次

の３段階で評価することにしました。 

区分 内容 

Ａ 取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

Ｂ 取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

Ｃ 取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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 (2) 二次評価 

   担当課が作成した評価票を確認し、協議会において各委員の意見をまと

め、評価を決定しました。 

   協議会の評価については、次の３段階で評価し、担当課評価などに対す

る意見を記載しました。 

区分 内容 

Ａ 目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

Ｂ 目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

Ｃ 目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 

 

２ 評価結果について 

  評価票を用いた評価結果については次のとおりです。 
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具体的な施策・重要業績評価 

指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

【対象：平成２７年度】 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ① 市内企業の経営支援 

主担当課 経済観光課 

施策概要 

・むさし府中商工会議所と連携し、経営指導や金融支援などといった経営支援を 

行い、雇用の確保と地域経済の活性化を目指します。 

・商店街のより一層の活性化に向けた取組を支援します。 

・産・学・金・官の連携等を図り、新たな商品開発や人材交流につなげ、市内産業の

振興を支援します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 融資実行件数 件 

300 

292 283 ― ― ― ― 

 Ｂ     

② 
商店街イベント事業

補助金交付商店会数 

 

件 

32 

28 30 ― ― ― ― 

 Ａ     

③ 
技術相談を行った 

件数 
件 

470 

463 456 ― ― ― ― 

 Ｂ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①金融機関からの借入れ利息に対して利子補助を行うことで、市内中小企業における金

融の円滑化を図ることができたが、昨年度と比較すると、融資の実行件数は少なかっ

た。また、中小企業退職金共済掛金については、280事業所、延べ28,243人分の補助

を行うことで、勤労者福祉の向上と雇用の安定に寄与することができた。 

②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、30商店会、延べ 54事業分の、商

店街の活性化等に寄与する事業を行う商店街等への支援を継続することができた。 

③府中市工業技術情報センターで専門相談員による技術相談を行うことで、市内中小企

業者の製品開発や技術革新の取組を支援することができた。 Ｂ 

【平成２８年度における取組など】 

①資金融資の利子補助及び中小企業退職金共済掛金の補助を継続するとともに、資金融資の利子補助に

ついては、更なる利用増を目指して、見直しも検討していく。 

②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、商店街の活性化等に寄与する事業を行う商店街等

への支援を継続していく。 

③技術相談を継続して行うことで、市内の中小企業者の製品開発や技術革新の取組の支援が図られるた

め、今後も、事業の継続実施を図っていく。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績が減少しているが、補足資料で確認したところ、そもそも申込件数が減って

いることが原因だと考えられるため、事業のＰＲに努めてほしい。 

・②の実績は増加しているため、継続して事業を実施してほしい。 

・③の実績は微減しているが、この技術相談から新製品・新技術開発に対する補助とい

う結果に繋がっているようなので、継続して事業を実施してほしい。 

・「産・学・金・官」の連携等による人材交流は現在行われていないようなので、更なる

活性化に向け、実施について検討してほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ② 多様な人材の就労支援 

主担当課 住宅勤労課、市民活動支援課 

施策概要 

・就労意欲のある方が積極的に地域で活躍できるよう、若い世代の就業機会の拡大、

働く意欲のある高齢者の就業機会の提供などを支援します。 

・講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した助成の再就職を支援 
するとともに、市内企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組に

ついての啓発を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
いきいきワーク府中

の就職率 
％ 

36.8 

32.1 27.2 ― ― ― ― 

 Ｃ     

② 
女性向け再就職支援

の講座数 
講座 

現状値以上 

5 5 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①高年齢者の職業紹介事業は自所求人開拓に積極的に取り組むなど事業の拡大に努め、

就職者数215人、来所者数2,059人、自所開拓求人数1,578人と都内でもトップレベ

ルの実績をあげている。 

また、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報センターと共催

等で、就職支援セミナー、合同就職面接会を行った。 

②出産や介護などの理由により離職した女性の再就職の支援、市内企業における 

ワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組についての講座を5回行った。 

Ｂ 

【平成２８年度における取組など】 

①勤労者福祉振興公社が実施する概ね55歳からの無料職業紹介事業「いきいきワーク府中」に対して

引き続き支援していく。求人数及び就職者のニーズに対応するため、ハローワーク府中、東京しごと

センター、東京都労働相談情報センターとの連携を図っていく。 
②講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した助成の再就職を支援するとともに、市内

企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組についての啓発を進めていく。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績は減少しており、目標値からも乖離している状況であるが、現在の良好な雇

用情勢を考えると、関係機関等と連携を図り、求人者と就職者とのニーズに対応する

ための取組が効果として数字に表れているものと評価できる。なお、「多様な人材の就

労支援」という施策であるため、高齢者及び出産や介護等で離職した女性以外の層に

対する取組にも努めてもらいたい。 

・②については、セミナー終了後のミニ面接会等の実施及びワークライフバランスの取

組を啓発することで女性の再就職への動機付けを行っている点などは、効果的な取組

として評価できる。なお、講座についても、多様な層に対して実施してもらいたい。 Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 ２ 起業・創業の推進による産業構造の多様化 

具体的な施策 ① 起業・創業の支援 

主担当課 経済観光課、市民活動支援課 

施策概要 

・起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助 ・ 制度の情報などについて、相談 

体制を確保するとともに、セミナーなどにより、起業・創業希望者を支援します。 

・東京農工大学をはじめとする教育機関や市内団体等と連携し、コミュニティビジ 

ネスの立ち上げや、インキュベーションオフィスの活用も含め、商・工・農におけ

る起業や創業に関する多様な支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
起業・創業に関する

セミナー参加人数 
人 

90 

44 115 ― ― ― ― 

 Ａ     

② 

コミュニティビジネ

スに関するガイダン

ス・個別相談の参加

人数 

人 

24 

6 24 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、創業支援

事業計画に基づく、創業支援プロジェクト機関を中心とした相談体制を確保すること

ができた。また、起業・創業に関するセミナーについては4回延べ115人の参加があ

り、起業・創業希望者の継続的な支援を行うことができた。 

②平成26年度に実施した個別相談に加え、平成27年度からはガイダンスを開始したこ

とにより、参加人数が大幅に増加した。 

Ａ 

【平成２８年度における取組など】 

①起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助 ・ 制度の情報などについて、創業支援事業計画に基づ

く創業支援プロジェクト機関を中心とした相談体制を確保していく。また、創業支援プロジェクト機

関における起業・創業に関するセミナー及び創業塾の開催を継続し、引き続き、起業・創業希望者の

支援を図っていく。 

②引き続き、ガイダンス及び個別相談の周知に努め、参加人数の増加を図る。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①、②ともに目標値を上回る実績になっているため、その取組の成果が出ていること

は評価できる。 

・起業・創業とともに第二創業の支援を積極的に推進し、様々な「しごと」の場を増や

すことで、働き手が留まり、働き手が集まる街を目指すなど、昼間人口の増加にも努

めてほしい。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ① 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

主担当課 経済観光課、広報課 

施策概要 

・市民や市内の商業者、企業、学校等と連携を図り、市の魅力を発信して、来訪者の

増加を図ります。また、市民に対しては、市の魅力を再認識してもらい、住み続け

たいと思う市民を増やします。 

・府中市の魅力の再発見を行政だけでなく、市民、各種団体等と協働で取り組み、 

「武蔵国 府中大使」や様々な機会・媒体を通じて発信し、にぎわいの増進を図り

ます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

京王線府中駅に 

おける１日の 

乗降人員 

人 

現状値以上 

85,279 86,949 ― ― ― ― 

 Ａ     

② 

市政情報を容易に 

入手できないと 

感じる市民の割合 

％ 

15.0以下 

17.7 17.3 ― ― ― ― 

 Ｂ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①桜まつりやくらやみ祭、酉の市、まんぱくやふるさと祭東京等、市内外のイベントで

ＰＲブースを出店し、本市の魅力の発信を行った。（のべ62日） 

また、隣接する国分寺市や、京王線の沿線四市、鉄道事業者等と広域で連携し、効果

的な観光事業や観光ＰＲ活動を実施した。 

②職員の広報力向上を目的としたマニュアルを作成し、広報紙・テレビ広報・メール配

信サービスなどの事業を予定どおりに進めたほか、ホームページ・ツイッターでは、

画像を効果的に活用し、情報発信力を向上させた。 

また、市内各駅に設置する駅前案内板の躯体補修及び府中・府中本町・分倍河原・多

磨駅の地図面の多言語化を実施した。 

Ｂ 

【平成２８年度における取組など】 

①新たな観光資源として、本市が舞台として登場する人気漫画「ちはやふる」と競技かるたを合わせた

イベントを開催し、市内外からの誘客に努める。 

武蔵国 府中大使を活用した観光ＰＲ冊子「府中に夢中」を作成し、市内外での配布を行い、広く本

市の魅力の発信を行う。 

観光ボランティアによる、市内の観光スポットを巡る観光ガイドツアーを開催し、本市の魅力の発信

と地域への愛着の向上を図る。 

②広報紙・テープ広報の年36回発行、ホームページの適正な管理・運用、メール配信サービス及び 

ツイッターの管理運用、テレビ広報を年36本製作・放映、駅前案内板の多言語化、市マスコット 

キャラクターの管理運用、わたしの便利帳の作成・全戸配布を行う。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績は増加していることから、居住者や来訪者が増加しているとも言えるが、こ

の増加数は自然増の範囲とも捉えられる。市内で開催しているイベントにおける市外

からの来訪者数の推移が把握できるようなデータへのアクセスを試み、その内容を今

後の取組に活用してほしい。 

・②については、イベントへの出店や、広報紙、テレビ、メール配信、ホームページ、

ＳＮＳなど様々な媒体を通じて情報を発信している点は評価できる。今後は、取組内

容をどう充実させ、きちんと「受け取られる」情報として発信していけるかについて

検討を進めてほしい。 Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 経済観光課、政策課 

施策概要 

・府中駅周辺のエリアマネジメントを推進し、にぎわいを創出することで、中心市街

地の活性化を図ります。 

・ラグビーワールドカップ日本大会及び東京オリンピック・パラリンピックの開催を

機に、日本全国に、そして海外に府中市の魅力を発信するとともに、地域が一体と
なって国内及び海外からの訪問者の受入環境の充実・強化を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
休日のけやき並木 

通りの歩行者交通量 
人 

現状値以上 

19,378 19,378 ― ― ― ― 

※平成２７

年度の実績 
―     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・府中駅周辺を含む中心市街地の活性化を図るため、国の認定する中心市街地活性化基

本計画を目指し、中心市街地活性化協議会からは検討結果をまとめた意見書を提出い

ただいた。また、庁内においても関係課で構成する推進会議を設置し、連携強化及び

情報共有を図った。 

・ラグビーワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピックに関連す

る取組の方向性を示す基本方針を策定した。さらに、ラグビーワールドカップ 2015

で日本代表として活躍された、東芝ブレイブルーパスとサントリーサンゴリアスの選

手による報告会の実施や府中駅伝競走大会にオリンピアンを招待するなど、市民に対

する大会気運を醸成するとともに、大会に関連する取組を実施した。 

－ 

【平成２８年度における取組など】 

・中心市街地活性化協議会から出された意見書を踏まえ、中心市街地活性化基本計画を策定し、国の認

定の取得を目指す。また、府中駅周辺のエリアマネジメントに取り組む新たな組織機構の創設が民間

事業者及び関係団体により進められているので、その検討や手続を支援する。 

・基本方針を踏まえ、取組の方向性をより具体化したアクションプランを策定する。さらに、市内の関

係機関及び団体で構成する府中市東京オリンピック・パラリンピック競技大会等関連事業推進会議を

設置し、市民協働の下、取組を推進する。さらに、ラグビーのまち府中推進委員会を設立し、ラグビ

ーを地域資源とした取組（シンボルマークの作成・ラグビー商品の開発など）を推進し、市民協働の

下、本市の魅力を市内外に発信する。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・ＫＰＩの実績の推移はまだ評価できる段階ではないが、中心市街地の活性化について

は協議会を中心に意見の集約が図られ、各種の準備が進んでいるとともに、ラグビー

ワールドカップ2019及び東京2020オリンピック・パラリンピックについては基本方

針を策定し、イベントの開催といった取組も開始されたところである。 

これらの取組は平成２７年度から本格的に始まっていることから、現時点では取組を

見守る状況ではあるが、今後の積極的な取組の推進に期待する。 

－ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 ２ 郷土への愛着を感じるふるさと意識の醸成 

具体的な施策 ① 歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実 

主担当課 文化振興課、生涯学習スポーツ課 関連課 ふるさと文化財課、美術館 

施策概要 

・府中市の伝統芸能や芸術文化を継承していくとともに、文化施設や歴史・文化遺産

を活用して、郷土愛を持てるまちを目指します。 

・スポーツタウン府中の発展に向け、各種競技団体、市内の大学や市内を活動拠点と

するトップチームなどとの連携を深め、府中市ならではの事業を展開します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

郷土の森博物館 

及び美術館の 

入場者数 

人 

533,000 

489,602 498,579 ― ― ― ― 

 Ａ     

② 
大学やトップチーム

と連携する事業数 
事業 

3 

2 2 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①博物館では、常設展示室やプラネタリウム等を活用し、郷土愛を深めるプログラムを実施した。美術館では、 

5つの企画展及び常設展・所蔵品展の実施、公開制作や美術鑑賞教室等の実施、市内で活動するグループ・個人

の展示による市民ギャラリーの利用（H27年度の総入場者数203,721人）など、一定の成果を得た。 

②総合体育館において市内の小学生等を対象にトップチームよるバスケットボール教室及びフットサル教室を実施

した。競技未経験の参加者からこれを機会に競技を始めたいとの多数の声が挙がった。「府中アスレティックＦＣ」

や「アルバルク東京」の指導による市特有の事業として実行し、スポーツタウン府中の発展に寄与できた。 

※市指定の無形民俗文化財である府中囃子は年間を通じ演奏技術の伝承を継続して実施し、武蔵国府太鼓は市民を

対象とした講習会を年44回実施した。市史編さん事業では、初めて市内外の大学（東京外国語大学・帝京大学）

と連携して調査に取組み、資料収集の成果を得た。 

 

Ａ 

【平成２８年度における取組など】 

①博物館では、特別展の更なる充実や、常設展、梅まつり等を継続して実施し、郷土愛の醸成につなが

る取組とする。美術館では、展覧会（企画展）を4事業開催し、効率的な広報活動に努め来場者数の

増加とともに、市民の美術文化に対する意識の高揚を図る。 

②実施済みのスポーツ教室では、男性参加者の割合が高かったため、女性対象のチアダンス教室を新規

に開催する。また、平成２８年度の当該新規事業の開催をもって、目標事業数の「3」を達成する見

込みである。 

※市史編さん事業のなかで、引き続き市内の大学（東京外国語大学・東京農工大学）と連携して調査を進め

る。市の民俗芸能である府中囃子及び武蔵国府太鼓の伝承普及や後継者の育成を継続して取り組む。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績は増えており、郷土愛の醸成につながるプログラムも実施されている点も評

価できる。今後もイベントや展示を工夫し、多くの市民が何度でも利用したくなるよ

うな施設を目指してほしい。 

・②については、その効果が現れている取組として評価できる。なお、平成２８年度に

は目標値を達成する見込みであるようだが、今後は事業を継続するとともに、更なる

充実に向けて力を入れてほしい。 

※ＫＰＩの項目以外にも関連する取組が確認できた点も評価できる。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ① 安心して妊娠・出産できるサポート体制の充実 

主担当課 子育て支援課、健康推進課 

施策概要 

・妊娠期からの子育て不安の解消に向けて、適切な情報提供を行うとともに、各種健

診や教室などを実施します。また、出産前後の家庭の育児や家事を支援し、出産に

係る母親の負担感の軽減を図ります。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

Fu-CHUこそだて 

サイト「ふわっと」

アクセス数 

人 

現状値以上 

24,807 26,924 ― ― ― ― 

 Ａ     

② 

産前産後家庭 

サポート事業の 

新規登録世帯 

世帯 

現状値以上 

213 224 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①子育てサイトを継続して運営し、幅広く出産や子育ての支援に関する情報提供を行い、

育児に係る不安の解消等を図った。 

②産前産後家庭サポート事業の実施により、育児不安を抱える保護者にきめ細やかな支

援を提供し、育児に係る不安の解消等を図った。 

※妊娠期からの母子の保健指導や健康の保持増進を目的として、妊娠届出を行った全妊

婦を対象として、妊婦健康診査 14回、超音波検査１回の費用助成を行ない、対象者

2,337人、延べ受診者数26,710件の健診受診があった。また、出産に関する不安の解

消や妊娠期からの子育て支援を目的として母親学級を年36回（3回コース12クール）･

両親学級を年12回実施し延べ1,183人の参加があった。親子の健康増進にかかる事業

は、離乳食教室を年66回開催し、延べ1,564人、親と子の歯みがき教室を年12回開

催し、延べ294人の参加があった。妊婦健康診査については妊娠期の健康管理の充実

により、安心して子どもを産むことができる環境を整えることに寄与した。各種教室

は年間計画により実施し、子どもを安心して育てるための環境づくりに寄与した。 

Ａ 

【平成２８年度における取組など】 

①子育てサイトの機能を充実させ、市民にとってより使いやすいツールとするための見直し・検討を 

行う。 

②引き続き、産前産後家庭サポート事業の実施により、育児不安を抱える保護者にきめ細やかな支援を

提供し、育児に係る不安の解消等を図るとともに、より多くの市民に利用してもらえるよう、医師会

の協力のもと、市内産婦人科等に事業周知のポスター・パンフレットの配布を予定している。 

※平成２７年度に引き続き事業を実施する。妊婦健康診査は、平成28年度より健診項目にHIV抗体検

査と子宮頸がん検診が追加される予定である。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①について、「ふわっと」は見やすいサイトだと思うが、市のホームページを閲覧した

人が「ふわっと」に繋がるような仕組みを構築してほしい。また、「ふわっと」内にア

ンケートページを作成し、ユーザーから使いづらい点を教えてもらうなど、より多く

の方が利用しやすいサイトになるような工夫をしてほしい。 

・②の実績は増えていることから、評価できる。 

※母親学級については、産前産後の精神的負担を和らげる大変重要な事業であるため、

より多くの方々が参加できることを望む。 Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ② 安心して子育てができる環境の整備 

主担当課 子育て支援課、保育支援課、健康推進課 

施策概要 

・適切な時期に乳幼児の各種健診や訪問を行い、発育と発達の状況把握や疾病の早期

発見に努めることにより、医療などと連携したきめ細かい保健指導を行います。 

また、各種予防接種を実施し、子どもの健康を守ります。 

・待機児童の解消に向け、既存施設の有効活用などのソフト面の手法と施設の整備 

などによるハード面の手法を併用することにより、保育サービス量の拡充に取り組

むとともに、保育の質の向上を目指します。また、地域の様々な人材や団体、施設

などの社会資源との連携や協働を図り、地域全体で子ども・子育てを支える環境づ

くりを進めます。 

・子ども医療費助成など、経済的な支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 新生児訪問実施率 ％ 

97.0 

86.9 86.1 ― ― ― ― 

 Ｂ     

② 
特定教育・保育施設

の数 
箇所 

54 

47 50 ― ― ― ― 

 Ａ     

③ 

安心して出産し、 

子育てできると感じ

ている市民の割合 

％ 

50 

48.5 50.3 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①新生児訪問は、家庭訪問により発育状況の確認や子育てに関する指導や情報提供を行うことで、母子の健康増進

と子育て不安の解消に寄与した。各種乳幼児健診の受診率は、3～4か月児健診97.8%、1歳6か月児健診96.8%、

3歳児健診 94.9%など高水準である。予防接種は平均接種率が92.2%とそれぞれ高水準であり子どもの健康増進に

寄与した。ふちゅう予防接種ナビは、順調に登録者が増加し、平成27年度末登録者3,126人となった。予防接種

ナビにより、予防接種の接種忘れの防止など適切な接種の推進を図った。 

②認可保育所（私立保育園）の整備事業候補者を公募し、選定した事業者候補に対する施設整備に対して開設準備

支援を実施し、平成28年4月1日付けで認可保育所を3施設開設した。また、市内保育施設に対して、市職員に

よる巡回支援や保育従事者を対象とした研修などを実施し、保育の質の向上を図った。 

③子育て中の親の孤立化の防止や子育て不安の解消を図るため、市内11ヶ所で子育てひろば事業を実施したほか、

市保育士やボランティアによる子育てひろばや市民団体の子育てひろば活動への補助を行った。義務教育終了前

までの児童を対象に医療費の助成や児童手当の支給を行い、子育て家庭の経済的負担の軽減を図った。 

Ａ 

【平成２８年度における取組など】 

①新生児訪問、各種乳幼児健診、予防接種、予防接種ナビは年間通じて実施する。新生児訪問は、必要に応じて保健師の継続支援につ

なげるほか、里帰り先での新生児訪問の利用者の把握に努める。各種乳幼児健診は年間計画により実施するが健診が子どもの健康増

進だけでなく子育て支援の機会になるよう努める。予防接種は安全に実施されるよう市民及び協力医療機関への情報提供等に努める

ほか、予防接種ﾅﾋﾞは、利用者の状況等の調査により事業導入の効果を評価する。 

②引き続き、認可保育所等の保育施設の整備を行うほか、多様な実施主体の協力を得ながら一時保育・定期利用保育などの保育サービ

スの充実を図る。 

③地域で子育てひろばを展開するとともに、市立保育所の地域子育て支援拠点の整備を進める。また、手当・医療費助成ともに継続し

て法令等に基づき実施をすることにより、子育て家庭の経済的負担の軽減を図る。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績はほぼ横ばいであるが、訪問できなかったケースの把握ができていれば特段

の問題はない水準だと考える。各種健診の受診率、予防接種の接種率の水準も高く、

きめ細やかな保健指導等が実施されているものと評価できる。 

・②について、府中市は全国的にも待機児童数が多い地域であり、認可保育所の整備等

を進め、その対策を行った点や、保育の質の向上に係る取組も行っている点は評価で

きる。今後も取組を継続し、待機児童問題の解消に向けて着実に進むことを期待する。 

・③について、子育て不安や親の孤立感の解消に向けた対策は、都市部において大変重

要な取組であるため、更なる充実及び広報活動にも力を入れてほしい。 Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ① 防災・防犯体制の強化 

主担当課 防災危機管理課、地域安全対策課 

施策概要 
・全ての市民が安心して暮らし続けられるよう、地域の防災・防犯体制を強化すると

ともに、災害に強い都市基盤づくりを進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

日頃から家庭で 

災害に対する備えを

している市民の割合 

％ 

80.0 

62.2 57.4 ― ― ― ― 

 Ｂ     

② 
地域安全リーダー 

講習会受講者数 
人 

450 

311 332 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①防災の基本である「自助」について、 平成27年3月に全戸配付した「府中市防災ハ

ンドブック」、広報番組「まるごと府中」や職員の出前講座や地域が行う防災訓練など

において、家庭でできる取り組み（自宅の耐震補強、家具の転倒防止）の必要性を説

明してきたが、「平成27年度実績」は、「現状」62.2％に対して5.2％減であった。 

②地域安全リーダー講習会について、地域における自主防犯活動の指導者として、地域

安全リーダー講習会を継続して実施している。次代を担うため、働く世代の若年層が

防犯活動に興味を持ち、地域安全リーダー講習会に参加してもらえるように、府中防

犯協会等の協力団体と協働して地域安全リーダー講習会への募集をした結果、40歳代

の男性2名が講習会への参加が実績としてあった。 

Ｂ 

【平成２８年度における取組など】 

①引き続き、上記の取組を推進する他に、平成28年度に福祉事業所と防災用品の斡旋の協定を締結し

たことから、積極的に機会を捉えてＰＲし、市民が安心して暮らし続けられるよう、地域の防災・防

犯体制の強化を図っていく。 

②地域安全リーダー講習会について、課題である若年層の防犯活動への参加を促し推進するため、防犯

イベント等を利用し、自主防犯活動の大切さを啓蒙するなど、地域安全リーダー講習会へ参加しても

らえるように努める。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績は減少しているが、防災ハンドブックの配布、広報番組や職員の出前講座、

また地域における防災訓練における説明等といった取組は評価できる。今後は「積極

的に機会を捉えてＰＲする」という方向性において具体的な取組内容が示せるように

してほしい。 

・②の実績は増えているが、女性や若年層の参加が課題となっているため、参加を促す

ための取組やＰＲに期待する。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ② 公共施設・インフラの計画的な管理及び運営 

主担当課 建築施設課、管理課、公園緑地課 

施策概要 

・公共施設マネジメントの取組として、公共施設の最適化と計画的保全に努め、市民

が将来にわたり良好な環境で施設を利用できるよう努めます。 

・老朽化が進むインフラ（道路・公園等）を長期にわたり安全に管理していくため、

インフラマネジメント計画に基づき、推進します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

公共施設の市民 

1人当たりの 

延床面積 

㎡/人 

現状維持 

2.52 2.49 ― ― ― ― 

 Ａ     

② 

公園や都市緑化で 

緑あふれるまちと 

しての市民満足度 

％ 

74.0 

70.3 76.2 ― ― ― ― 

 Ａ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①最適化の取組としては、意見交換会やパブリックコメント手続を実施し、市民意見を踏まえて府中駅

周辺公共施設の再編に係る基本方針を策定した。また、有識者や公募市民等で構成される検討協議会

を開催し、関係課とともに学校施設の更なる活用に向けて、様々な立場から意見交換を行った。計画

的保全の取組としては、引き続き公共施設の劣化状況調査を実施し、その結果を工事予算の優先順位

づけに反映することで、効果的な予算執行につなげる仕組みを整えるほか、府中市公共施設保全計画

を策定し、計画的保全の取組に関する考え方を体系的に整理した。 

②街路樹や公園樹木の適切な維持管理、地域まちづくり条例による緑地や公園等の設置、生産緑地の追

加指定による減少の抑制など、緑あふれるまちとしての魅力の維持に努めた。また、府中市インフラ

マネジメント計画に基づく取組として、インフラマネジメントシステムを構築し、道路等の情報の集

約化や計画的な予防保全を実施することが可能となった。さらに、けやき並木通り周辺地区道路等包

括管理委託による効果の中間評価を行い、事業方針の妥当性を確認した。 

Ａ 

【平成２８年度における取組など】 

①最適化の取組については、検討協議会における検討結果を踏まえて、学校施設の更なる活用に向けた基本方針を策定

する。計画的保全の取組については、府中市公共施設保全計画に基づき、引き続き効果的な予算配分やライフサイク

ルコストの低減につながる取組を進めていく。 

②インフラマネジメントを推進し、引き続き緑の適切な維持、保全に努め、計画的な管理を検討、実施する。また、平

成29年度に府中市インフラマネジメント白書を更新し、その内容を踏まえて府中市インフラマネジメント計画を改定

するため、道路等の現況調査を行う。 

 

※①②の連携した取組として、市の建築物やインフラの総合的かつ計画的な管理を図るため、公共施設等総合管理計画

の策定を進める。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①について、平成２７年度は府中駅周辺施設再編に関する方針や、学校施設の更なる

活用に向けた基本方針を作成し、調査を実施するなど、順調に進捗していると感じた。

今後は策定した計画や方針に基づいた適切な実施を期待する。 

・②の実績は増加していることは評価できるが、その要因が見えてこないため、分析に

も努めてほしい。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ① 地域交流・活動の促進 

主担当課 市民活動支援課、指導室 

施策概要 

・高齢者の社会的な孤立を防ぐとともに、子どもや学生が地域づくりに関わる機会を

持てるよう、幅広い世代の交流を促進し、地域社会を支える共同体の機能を深めま

す。 

・相互友好協定を結んでいる東京外国語大学及び東京農工大学をはじめ、市内の企業

やＮＰＯ等と連携することで、地域課題を市と市民が協働して解決する体制の整備

を目指します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

各文化センター圏域

でのコミュニティ 

事業参加者数 

人 

231,000 

222,427 228,575 ― ― ― ― 

 Ａ     

② 

市と大学や企業等が

協働実施している 

事業数 

事業 

現状値以上 

59 56 ― ― ― ― 

 Ｂ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①一番集客のある事業の「地域まつり」についても、天候に恵まれたこともあり、文化

センター全てにおいて前年以上の参加者があったため、順調な推移となった。 

②大学連携については、市内大学との協働・連携推進会議を開催するなど、相互に事業

提案・調整等を行うことで、新たな事業の実施や連携事業数を増やすことができてお

り、順調に連携体制の充実を図ることができている。 

※コミュニティ・スクール事業においては、子どもたちの多様な関わりと育ちの着実な

推進のために、地域コーディネーターを中心に、学校と地域で協働しての取組を行っ

た。市立小中学校がそれぞれ地域の教育力を生かした日常での関わりの推進を行うこ

とができた。 

Ｂ 

【平成２８年度における取組など】 

①引き続き、行事開催時のＰＲをおこなっていくとともに、よりよいＰＲ方法を実践していきたい。 

既に参加されている方はもとより、事業に参加したことのない方及び新しく市民となられた方にも参

加していただける周知も併せて考えていく。将来も行事が継続していくよう後継者の育成もかんがえ

ていきたい。 

②協働先の大学や企業等の新規開拓を行うとともに、すでに連携体制が構築されている大学や企業等に

ついても、事業内容の更なる充実を図っていきたい。 

※引き続き、地域の教育力を生かしたコミュニティ・スクール事業の推進を図っていきたい。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①については、「地域まつり」の参加者が前年以上であった要因として天候を挙げてい

るが、文化センターごとの取組など、それ以外の要因の分析も行ってほしい。 

・①、②ともに担当課評価は妥当であり、また、平成２８年度における取組の中で、事

業の継続性という点から取り組むべきポイント（既存の連携体制の更なる強化、新規

連携先の開拓、市民の後継者育成）が明確に整理されている点も評価できる。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成27年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ② 空き家などの活用 

主担当課 環境政策課 関連課 住宅勤労課、市民活動支援課 

施策概要 
・空き家や空き店舗などは、地域活動に活用できる重要なストックであることから、

これらを有効活用し、地域コミュニティ拠点の整備などを目指します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

空き家等を活用した

コミュニティ活動 

事例 

人 

実施 

未実施 未実施 ― ― ― ― 

 Ｃ     

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２７年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・空家等対策の推進に関する特別措置法に基づいた体制整備を進め、関連課（利活用の

主担当課）との連携の中で本市の今後の方針を検討した。 

Ｃ 

【平成２８年度における取組など】 

・平成28年度設置の「府中市空家等対策協議会（会長：府中市長）」において本市空き家対策の方向性

をご審議いただき、平成29年度内に、本市空き家対策の方向性を定めた「空家等対策計画」を策定

する予定である。 

なお、空き家（空き店舗）の利活用については、都内区市町村の連絡会において、東京消防庁より、

消防法等の基準に適合するよう周知がされており、また、建築物の用途が変わることによる、建築基

準法や関係法令の新たな基準に留意すべきであることを、庁内の関係課と情報共有しているところで

ある。その他、本市特性等も踏まえ、「府中市空家等対策協議会」のご審議により、今後の対応内容

を検討していく。 

  ※評価 Ａ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ａ」の割合が６０％以上 

      Ｂ：ＡとＣ以外の割合 

      Ｃ：重要業績評価指標（ＫＰＩ）の進捗状況における「Ｃ」の割合が６０％以上 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・都内では設置する予定がない自治体もある中で、府中市では協議会を発足する予定で

ある点は目標達成に向けた取組として評価できる。 

・地域における多世代が活動する「場」として、空き家や空き店舗は活用できる重要な

ストックである。ただし、実際の活用までには法整備の問題などもあり、時間が掛か

るものと思われるが、市と市民が協働し、空き家等を地域コミュニティ拠点として活

用できるように努めてほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価 

指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

【対象：平成２８年度】 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ① 市内企業の経営支援 

主担当課 経済観光課 

施策概要 

・むさし府中商工会議所と連携し、経営指導や金融支援などといった経営支援を 

行い、雇用の確保と地域経済の活性化を目指します。 

・商店街のより一層の活性化に向けた取組を支援します。 

・産・学・金・官の連携等を図り、新たな商品開発や人材交流につなげ、市内産業の

振興を支援します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 融資実行件数 件 

300 

292 283 252 ― ― ― 

 Ｂ Ｃ    

② 
商店街イベント事業

補助金交付商店会数 

 

件 

32 

28 30 30 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

③ 
技術相談を行った 

件数 
件 

470 

463 456 407 ― ― ― 

 Ｂ Ｃ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①金融機関からの借入れ利息に対して利子補助を行うことで、市内中小企業における金 
融の円滑化を図ることができたが、融資の申込件数及び実行件数はともに減少した。

また、中小企業退職金共済掛金については、263 事業所、延べ 26,124 人分の補 助
を行うことで、勤労者福祉の向上と雇用の安定に寄与することができた。 

②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、30 商店会、延べ 48事業分の、商 
店街の活性化等に寄与する事業を行う商店街等への支援を継続することができた。 

③昨今、都の施設の充実等により、専門的な技術相談件数は減少傾向にあるものの、府

中市工業技術情報センターにおいて、複数技術分野に関する相談は都の施設を紹介す

るとともに、専門相談員による各種相談実施を継続することができ、企業の新商品・

新製品の開発につながった。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①資金融資の利子補助及び中小企業退職金共済掛金の補助を継続するとともに、平成２８年度に見直し

を行った中小企業事業資金融資あっ旋制度について積極的な情報提供を図るなど、更なる融資実行件

数の増加を図っていく。 

②イベント事業に対する補助を継続して行うことで、商店街の活性化等に寄与する事業を行う商店街等 

への支援を継続していく。 

③昨今、都の施設の充実等により、専門的な技術相談件数は減少傾向にあるものの、他の補助金等申請

支援相談や技術情報提供等を継続することで、相談件数の増加に努めていく。 

※平成２７年度の協議会評価を踏まえ、「産・官・学・金」等の連携を図り、人材交流についても他自

治体の状況等を調査・研究していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①について、利子補助・中小企業退職金共済掛金の補助は経営支援では有効なので継

続して行ってほしい。しかし、融資申し込み件数が3年連続で減少しているのが融資

実行件数も減少している原因と考えられる。減少理由の調査、必要によっては現状に

則した見直しをする必要が出てきているのではないかと思う。目標を達成するために

も積極的なPRをしてほしい。 

・②の実績は昨年と同じで推移しているので、継続して事業を実施してほしい。 

・③については都の施設の充実により減少傾向のようだが、企業の新製品の開発につな

がっていることは評価できる。やはり地域で相談できる環境は大事だと思われるので

継続して事業を実施してほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 １ 市内産業の経営安定化による雇用機会の維持（経営基盤の強化） 

具体的な施策 ② 多様な人材の就労支援 

主担当課 住宅勤労課、地域コミュニティ課 

施策概要 

・就労意欲のある方が積極的に地域で活躍できるよう、若い世代の就業機会の拡大、

働く意欲のある高齢者の就業機会の提供などを支援します。 

・講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した女性の再就職を支援 
するとともに、市内企業におけるワーク・ライフ・バランスの推進に向けた取組に

ついての啓発を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
いきいきワーク府中

の就職率 
％ 

36.8 

32.1 27.2 26.4 ― ― ― 

 Ｃ Ｃ    

② 
女性向け再就職支援

の講座数 
講座 

現状値以上 

5 5 5 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①高年齢者の職業紹介事業は自所求人開拓に積極的に取り組むなど事業の拡大に努め、

就職者数217人、来所者数1,733人、自所開拓求人数1,842人と都内でもトップレベ

ルの実績をあげている。 

また、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報センターと共催

等で、就職支援セミナー、合同就職面接会を行った。 

②再就職支援講座を 5 講座（延 18 回）実施し、出産や介護等の理由により離職した女
性の再就職を支援した。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①ハローワークの求人情報に加えて、勤労者福祉振興公社が独自に集めた求人情報を提供して実施する

概ね55歳からの無料職業紹介事業「いきいきワーク府中」に対して引き続き支援していく。求人数

及び就職者のニーズに対応するため、ハローワーク府中、東京しごとセンター、東京都労働相談情報

センターとの連携を図っていく。 

②引き続き、講座を開催するなど、出産や介護などの理由により離職した女性の再就職を支援していく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績については前年比 0.8ポイント減少及び目標達成率マイナス 10.4ポイント 

という結果であり、進捗評価はＣであるが、現状の雇用情勢から判断すると前年比マ

イナス値は概ね評価できる。高年齢者の職業紹介事業に関しては積極的な取り組みが

認められるものの、目標値達成に向けては改善、若しくは目標値の見直しも必要であ

る。 

・②については目標どおり実施されており進捗評価としてはＡ評価である。なお、子育

て中の再就職支援においては待機児童の問題があり、総合的支援と企業向けに子育て

中、介護中の求職者のニーズに合わせた就労条件の整備なども実施してほしい。 

 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 １ 市内産業の振興と起業・創業の推進による雇用の確保 

基本的方向 ２ 起業・創業の推進による産業構造の多様化 

具体的な施策 ① 起業・創業の支援 

主担当課 経済観光課、協働推進課 

施策概要 

・起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助 ・ 制度の情報などについて、相談 

体制を確保するとともに、セミナーなどにより、起業・創業希望者を支援します。 

・東京農工大学をはじめとする教育機関や市内団体等と連携し、コミュニティビジ 

ネスの立ち上げや、インキュベーションオフィスの活用も含め、商・工・農におけ

る起業や創業に関する多様な支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
起業・創業に関する

セミナー参加人数 
人 

90 

44 115 80 ― ― ― 

 Ａ Ｂ    

② 

コミュニティビジネ

スに関するガイダン

ス・個別相談の参加

人数 

人 

24 

6 24 10  ― ― ― 

 Ａ Ｂ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助金制度の情報などについて、創業支援 

事業計画に基づく、創業支援プロジェクト機関を中心とした相談体制を確保すること 

ができた。また、起業・創業に関するセミナー及び実践創業塾・体験型創業塾につい

ては6 回延べ80 人の参加があり、起業・創業希望者の継続的な支援を行うことがで

きた。 

また、平成28年度には、新たに体験型創業塾を実施することで、よりニーズに合った

起業・創業支援を行うことができた。 

②平成28年度は、前年度に引き続きガイダンス及び個別相談を実施し、6回延べ10人 

の参加があった。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①起業・創業に関する基礎知識や事例、各種補助・制度の情報などについて、創業支援事業計画に基づ 

く創業支援プロジェクト機関を中心とした相談体制を確保していく。また、創業支援プロジェクト機 

関における起業・創業に関するセミナー及び創業塾の開催を継続し、引き続き、起業・創業希望者の 

支援を図っていく。 

また、引き続き、むさし府中商工会議所で行う起業・創業に関するセミナー、創業塾及び個別相談の

周知に努め、参加人数の増加を図る。 

②平成29年度より指定管理者業務とすることにより、月1回のガイダンスまたは個別相談に加えて、 

普段の窓口業務でも軽微な相談を受ける体制をとり、ガイダンスまたは個別相談の参加促進を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①については、セミナー3回42名（前年5回47名）、創業塾2コース26名（前年 

3コース30名）だったため、昨年比35人、目標に10人足りないという結果は残念で

あるが、1開催あたりの参加者は増えている点を評価したい。平成28年度は、体験出

店の希望に答える形で、マルシェ開催時に出店ブースを設け、疑似体験を実施。参加

者からは、実践での経験は、創業に向けて非常に役立ったと感謝の声が出ている。平

成 29年度には、前年に加えて、フォローアップセミナー（平成 27年度 2コース 42

人）を再開する予定であるため、目標達成を期待したい。 

・②については、対前年実績の半分以下であった点は、誠に残念である。平成29年度は、

7月に完成したル・シーニュ5階に専用スペースが確保されたこと、また、指定管理者

業務に移行することが予定されているため、目標達成を期待したい。 Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ① 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

主担当課 経済観光課、広報課 

施策概要 

・市民や市内の商業者、企業、学校等と連携を図り、市の魅力を発信して、来訪者の

増加を図ります。また、市民に対しては、市の魅力を再認識してもらい、住み続け

たいと思う市民を増やします。 

・府中市の魅力の再発見を行政だけでなく、市民、各種団体等と協働で取り組み、 

「武蔵国 府中大使」や様々な機会・媒体を通じて発信し、にぎわいの増進を図り

ます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

京王線府中駅に 

おける１日の 

乗降人員 

人 

現状値以上 

85,279 86,949 88,100 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

② 

市政情報を容易に 

入手できないと 

感じる市民の割合 

％ 

15.0以下 

17.7 17.3 17.4 ― ― ― 

 Ｂ Ｂ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①新たな観光資源として、本市が舞台として登場する人気漫画「ちはやふる」と・競技

かるたを合わせたイベントを開催し、市内外からの誘客に努めた。（来場者数約4,000

人）武蔵国 府中大使を活用した観光ＰＲ冊子「府中に夢中」を２万部作成し、市内外

での配布を行い、広く本市の魅力の発信を行った。 

観光ボランティアによる、市内の観光スポットを巡る観光ガイドツアーを開催し、本

市の魅力の発信と地域への愛着の向上を図った。（参加者数1,484名） 

②広報紙を全面カラー化したほか、ＡＲ動画の活用を開始した。 

駅前案内板では、東府中・白糸台・武蔵野台・中河原駅の多言語化を実施したほか、

多磨霊園駅に新規設置した。 Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①「ちはやふる」を活用した活性化事業を拡大して実施し、観光資源としての定着と地域の活性化を図

る。 

観光案内表示の多言語化及び中国語（簡体字・繁体字）、韓国語の観光ガイドマップを作成し、外国

人観光客の受入環境整備を進める。 

隣接する国分寺市や、京王線の沿線5市、南武線沿線の5市等と広域で連携し、効果的な情報発信・

共同事業を実施する。 

②広報紙・テープ広報の年36回発行、ホームページの適正な管理・運用、メール配信サービス及びツ

イッターの管理運用、テレビ広報を年36本製作・放映、駅前案内板の多言語化、市マスコットキャ

ラクターの管理運用を行う。 

 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績は増加しているとも言えるが、自然増の範囲とも考えられる。昨年度の評価

の際にも提案させていただいたが、市外からの来訪者数の増減が分かるようなデータ

の入手を試みてほしい。 

・②については変化していないが、イベントの開催やPR冊子の配布、ガイドツアーや広

報紙のカラー化、AR動画の活用、駅前案内板の多言語化等、新たな取り組みを行って

いる点は評価できる。もし、それらを行ったことにより市民や来訪者の府中市への思

いがどう変化したかが分かるような他の資料・根拠があれば提示してほしい。（無い場

合は新たに調査を行ってほしい。） 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 経済観光課、政策課 

施策概要 

・府中駅周辺のエリアマネジメントを推進し、にぎわいを創出することで、中心市街

地の活性化を図ります。 

・ラグビーワールドカップ日本大会及び東京オリンピック・パラリンピックの開催を

機に、日本全国に、そして海外に府中市の魅力を発信するとともに、地域が一体と
なって国内及び海外からの訪問者の受入環境の充実・強化を進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
休日のけやき並木 

通りの歩行者交通量 
人 

現状値以上 

19,378 19,378 15,586 ― ― ― 

※平成２７

年度の実績 － Ｃ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・本市中心市街地の玄関口完成に向け、府中駅南口第一地区市街地再開発事業が順調に

進捗した。 

・平成28年12月21日に「一般社団法人まちづくり府中」が設立し、中心市街地のにぎ

わい創出及び商業の活性化に向けたコーディネートを推し進めていくための準備が整

った。 

・国史跡武蔵国府跡（国司館地区）の 1期工事に着手するとともに、2期工事のにぎわ

い交流施設に係る民間市場調査を実施した。 

・新庁舎の建設に向けた実施設計に着手した。 

・ラグビーワールドカップ2019、東京2020 オリンピック・パラリンピックに向けて、

個別具体的な計画を示したアクションプランを策定したほか、気運醸成事業及びキャ

ンプ地誘致に向けた取組を実施した。ラグビーに係る取組については、平成 28年 7

月に組織されたラグビーのまち府中推進委員会を中心に、ラグビーを活用した地域活

性化に向けた事業や府中ダービーマッチの市民招待などを実施したほか、公認チーム

キャンプ地選定プロセスへの申請を行った。また、オリンピック・パラリンピックに

係る取組については、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックの開催を盛り

上げる事業を中心とした気運醸成に努めたほか、府中駅周辺及び多磨駅周辺の多言語

サイン表示の現況調査を行った。さらに、オリンピック・パラリンピックに係る取組

の情報共有を図る府中市東京オリンピック・パラリンピック競技大会等関連事業推進

会議を設置・開催した。 

  上記の取組は、平成２８年度のＫＰＩ実績値には反映できていないが、取組として

は概ね進捗しており、平成２９年度以降のＫＰＩの増加が大いに期待できる。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

・住宅・公共公益施設・商業施設と多様なニーズを満たすことができる複合ビルの完成により、来街者

の増加が見込まれる。プラッツや府中の森芸術劇場分館を活用した市民活動の促進により、けやき並

木通りの歩行者交通量増加を目指す。 

・まちづくり府中がコーディネーター役となり、府中駅南口3地区連携による「ル・シーニュ開業イベ

ント」を実施し、3地区だけでなく周辺商店会への回遊性を強化し、目標の達成を目指す。 

・国史跡武蔵国府跡（国司館地区）の1期工事の竣工を目指すとともに、2期工事部分の実施設計を行

い、府中本町駅前のにぎわいの拠点として機能することを目指す。 

・新庁舎建設については、平成28年度に引き続き、実施設計業務を進める。府中駅と府中本町駅をつ

なぐ回遊拠点としての機能を目指す。 

・平成28年度に組織したオリンピック・パラリンピック競技大会等関連事業推進会議及びラグビーの

まち府中推進委員会を軸に、市民協働による大会気運の醸成を進めていく。また、キャンプ地受け入

れや多言語サイン表示対応等についても、両国際大会まであと3年ないし2年と迫る中、より具体的、

実効性のある取組を進めていく。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・ＫＰＩの実績は減少しているが、これは駅前市街地再開発事業による工事が実施さ

れていたこともあり、やむを得ないものと考えられる。 

・平成29年度に府中駅南口第一地区市街地再開発事業の完成したことによる効果が期

待されるとともに、「一般社団法人まちづくり府中」がコーディネーターとなった地域

連携による各種にぎわい創出の取り組み、オリンピック・パラリンピック競技大会等

関連事業推進会議及びラグビーのまち府中推進委員会を軸とした各種事業が進められ

ることから、今後の事業展開に期待したい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 ２ 郷土への愛着を感じるふるさと意識の醸成 

具体的な施策 ① 歴史や文化、スポーツに触れる機会の充実 

主担当課 文化生涯学習課、スポーツ振興課 関連課 ふるさと文化財課、美術館 

施策概要 

・府中市の伝統芸能や芸術文化を継承していくとともに、文化施設や歴史・文化遺産

を活用して、郷土愛を持てるまちを目指します。 

・スポーツタウン府中の発展に向け、各種競技団体、市内の大学や市内を活動拠点と

するトップチームなどとの連携を深め、府中市ならではの事業を展開します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

郷土の森博物館 

及び美術館の 

入場者数 

人 

533,000 

489,602 498,579 569,685 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

② 
大学やトップチーム

と連携する事業数 
事業 

3 

2 2 3 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①郷土の森園内では計画的な植栽管理による梅まつりの実施や、魅力ある企画展（特に京王電車がとおったころ）

の開催により、大幅な入場者増につなげた。美術館では 5つの企画展及び常設展・所蔵品展の実施、公開制作や

美術鑑賞教室等の実施、市内で活動するグループ・個人の展示による市民ギャラリーの利用（H28年度の総入場者

数261,628 人）など一定の成果を得た。 

②総合体育館において市内の小学生等を対象にトップチームよるバスケットボール教室、フットサル教室及びチア

ダンス教室を実施した。競技未経験の参加者からこれを機会に競技を始めたいとの多数の声が挙がった。「府中

アスレティックＦＣ」や「アルバルク東京」の指導による市特有の事業として実行し、スポーツタウン府中の発

展に寄与できた。※市指定の無形民俗文化財である府中囃子は年間を通じ演奏技術の伝承を継続して実施し、武

蔵国府太鼓は市民を対象とした講習会を年44 回実施した。市史編さん事業では、市内の大学（東京外国語大学、

東京農工大学）と連携して調査に取り組み、資料の収集、調査研究で大きな成果を得た。 

Ａ 

【平成２９年度における取組など】 

①郷土の森博物館では、今年度開館30周年を記念し、特別事業の実施や、常設展、梅まつり等を継続

して実施し、郷土愛の醸成につながる取組とする。美術館では、6つの企画展及び常設展・所蔵品展

を開催し、効率的な広報活動に努め来場者数の増加とともに、市民の美術文化に対する意識の高揚を

図る。 

②平成28年度で目標事業数の「3」を達成した。今後は事業を継続するとともに、参加者満足度の向上

のため教室内容を工夫することにより、更なる充実を目指していく。 

※市史編さん事業のなかで、引き続き市内の大学（東京外国語大学・東京農工大学）と連携して調査を進め 

る。市の民俗芸能である府中囃子及び武蔵国府太鼓の伝承普及や後継者の育成を継続して取り組む。また、

府中囃子はＣＤを作成し市内外へ広く周知を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①、②とも目標を達成しており、取り組みの効果が表れている。KPIの項目以外にも

積極的な取り組みが行われており、評価できる。今後も、より多くの市民が府中の歴

史や文化、スポーツに親しめるよう、取り組みの継続及びさらなる充実に努めてほし

い。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ① 安心して妊娠・出産できるサポート体制の充実 

主担当課 子育て支援課、健康推進課 

施策概要 

・妊娠期からの子育て不安の解消に向けて、適切な情報提供を行うとともに、各種健

診や教室などを実施します。また、出産前後の家庭の育児や家事を支援し、出産に

係る母親の負担感の軽減を図ります。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

Fu-CHUこそだて 

サイト「ふわっと」

アクセス数 

人 

現状値以上 

24,807 26,924 23,887 ― ― ― 

 Ａ Ｂ    

② 

産前産後家庭 

サポート事業の 

新規登録世帯 

世帯 

現状値以上 

213 224 220 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①子育てサイトを継続して運営し、幅広く出産や子育ての支援に関する情報提供を行い、育

児に係る不安の解消等を図るとともに、サイトのリニューアル及びアプリの配信開始に向

けた構築を行った。 

②産前産後家庭サポート事業の実施により、育児不安を抱える保護者にきめ細やかな支援を

提供し、育児に係る不安の解消等を図った。また、医師会の協力のもと、市内産婦人科等

に事業周知のポスター・パンフレットを配布した。 

※妊娠届出を行った全妊婦を対象として妊婦健康診査、超音波検査の費用助成に加えHIV 抗

体検査、子宮頸がん健診も費用助成し、内容を充実させた。対象者2,244 人、延べ26,823 

件の受診があった。また、母親学級を年 20 回、両親学級を年 10 回実施し、延べ 888 人

の参加があった。離乳食教室、年66 回（参加者延べ1,522 人）、親と子の歯みがき教室、

年 12回（参加者延べ 278 人）を実施した。健診・教室を実施し妊娠期から出産や育児に

ついての不安の解消や子育て支援を行い、母子の保持増進及び安心して子どもを産み育て

るため環境づくりに役割を果たした。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①市民が使いやすいツールとして利用できるよう、子育てサイト及びアプリの適切な運用を行う。また、よ

り多くの市民に利用してもらえるようにリーフレットの配布やメール配信サービス等により周知を図る。 

②引き続き、産前産後家庭サポート事業の実施により、育児不安を抱える保護者にきめ細やかな支援を提供

し、育児不安の解消等を図る。また、より多くの市民に利用してもらえるよう、子育てサイトやメール配

信サービス等により周知を図る。 

※平成２８年度に引き続き事業を実施する。健診や教室について更に周知を図り、また、内容等を充実させ

実施する。 

 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①については、サイトのリニューアルおよびアプリの配信開始の構築を行ったことは

評価できるが、外部子育て関連の情報へのアクセスは少ない。市内の子育て情報を関

連団体などと協働し情報の共有を広げることが必要である。そうすれば、より市民が

使いやすい情報となり、アクセス数の増加も期待できるのではないか。 

・②については、事業周知は配布や掲示だけでなく、説明する機会や場を増やし対象世

帯に伝えることが必要である。また、受け入れる事業所が少ないのではないか。気軽

に相談したり、子育てを学んだりする機会として、助産師や産後ドゥーラ、また、地

域のまちづくりや子育てひろばなどにおける相談などと協働して、不安の解消や子育

て支援を幅広く受けとめる体制づくりを進めてほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ３ 若い世代の出産・子育てへの希望の実現 

基本的方向 １ 若い世代が安心して出産や子育てができるまちづくり 

具体的な施策 ② 安心して子育てができる環境の整備 

主担当課 子育て支援課、保育支援課、健康推進課 

施策概要 

・適切な時期に乳幼児の各種健診や訪問を行い、発育と発達の状況把握や疾病の早期

発見に努めることにより、医療などと連携したきめ細かい保健指導を行います。 

また、各種予防接種を実施し、子どもの健康を守ります。 

・待機児童の解消に向け、既存施設の有効活用などのソフト面の手法と施設の整備 

などによるハード面の手法を併用することにより、保育サービス量の拡充に取り組

むとともに、保育の質の向上を目指します。また、地域の様々な人材や団体、施設

などの社会資源との連携や協働を図り、地域全体で子ども・子育てを支える環境づ
くりを進めます。 

・子ども医療費助成など、経済的な支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 新生児訪問実施率 ％ 

97.0 

86.9 86.1 80.7 ― ― ― 

 Ｂ Ｃ    

② 
特定教育・保育施設

の数 
箇所 

54 

47 50 52 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

③ 

安心して出産し、 

子育てできると感じ

ている市民の割合 

％ 

50 

48.5 50.3 49.6 ― ― ― 

 Ａ Ｂ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①新生児訪問では発育状況の確認や子育て相談や情報提供を行い、母子の健康増進と子育て不安の解消に寄与した。

里帰り先で訪問を希望する家庭には里帰り先の自治体に訪問依頼をし対応した。新生児訪問を未利用の家庭には、

3～4 か月児健診等で状況確認を行った。3～4 か月児健診97.5%、1 歳6 か月児健診97.6%、3 歳児健診97.8%。

平成 28年 10月から B型肝炎ワクチン接種を定期予防接種とし充実を図った。予防接種ナビちっくんの登録者数

は平成28年度末5,785人と増加し平均予防接種率は92.2%で健診とともに高水準を維持し子供の健康維持の役割

を果たした。 

②認可保育所（私立保育園）の整備事業候補者を公募し、選定した事業者候補に対する施設整備に対して開設準備

支援を実施し、平成29年4月1日付けで認可保育所を2施設開設した。また、市内保育施設に対して、市職員に

よる巡回支援や保育従事者を対象とした研修などを実施し、保育の質の向上を図った。 

③子育て中の親の孤立化の防止や子育て不安の解消を図るため、市内11 ヶ所で子育てひろば事業を実施したほか、

市保育士やボランティアによる子育てひろばや市民団体の子育てひろば活動への補助を行った。義務教育終了前

までの児童を対象に医療費の助成や児童手当の支給を行い、子育て家庭の経済的負担の軽減を図った。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①新生児訪問、各種乳幼児健診、予防接種、予防接種ナビは年間通じて実施する。新生児訪問から必要に応じて保健師の継続相談等に

つなぎ早期から支援できる体制を継続する。各種健診では子どもの健康増進と共に子育て支援の機会になるよう実施する。予防接種

は安全に実施されるよう予防接種ナビは継続実施し、市民及び協力医療機関への情報提供等に努めていく。 

②引き続き、認可保育所等の保育施設の整備を行うほか、多様な実施主体の協力を得ながら一時保育・定期利用保育などの保育サービ

スの充実を図る。また、今年度から開始した保育コンシェルジュによる相談窓口業務を通じて、各子育て世帯に応じた保育サービス

の提案を行う。 

③地域で子育てひろばを展開するとともに、市立保育所の地域子育て支援拠点の整備を進める。また、手当・医療費助成ともに継続し

て法令等に基づき実施をすることにより、子育て家庭の経済的負担の軽減を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①の実績は低下傾向にはあるが、3～4ヶ月検診の受診率は97.5％と高水準であり、子

どもの発達状況等の把握は十分にできていると判断できる。 

・②については着実に増加しており、保育サービスの拡充が継続して取り組まれている。

巡回支援、保育者への研修の実施など質の向上に向けた取り組みも高く評価できる。 

・③については、現代の子育て家庭に重要な親同士の交流や子育て相談など親の孤立化

を防ぐ取り組みも実施されており、これらは今後も継続して充実を図ることを期待し

たい。 
Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 

47



 

具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ① 防災・防犯体制の強化 

主担当課 防災危機管理課、地域安全対策課 

施策概要 
・全ての市民が安心して暮らし続けられるよう、地域の防災・防犯体制を強化すると

ともに、災害に強い都市基盤づくりを進めます。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

日頃から家庭で 

災害に対する備えを

している市民の割合 

％ 

80.0 

62.2 57.4 62 ― ― ― 

 Ｂ Ｂ    

② 
地域安全リーダー 

講習会受講者数 
人 

450 

311 332 354 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①防災の基本である自助について、広報番組「まるごと府中」や職員の出前講座等を通じて、家庭でで

きる取り組み（家具の転倒防止、災害用持ち出し袋の備蓄等）の必要性を説明してきた。また、市内

の文化センター圏域ごとに自主防災連絡会を創設し、地域特性等に合わせた防災活動を展開すること

で、市民が自ら主体的に「災害に強いまち」を作り上げることを目的とした連絡会を開催した。 

②課題である若年層の防犯活動への参加を促し推進するため、防犯イベント等を利用し、魅力ある防犯

活動、そして自主防犯活動の大切さを啓蒙するとともに、地域安全リーダー講習会への積極的参加を

促した結果、地域安全リーダー講習会参加者に若干反映され、女性の参加者も増加した。（全体 22

名、女性4名、若年層8名）28年度からプロの劇団員による寸劇防犯講話を開催し、特殊詐欺被害

防止に市として努めた。メール配信等を積極的に活用し、市民が求める有効な防犯情報を提供すると

ともに、府中防犯協会と協働でボランティア団体と行政、警察が一体となった防犯活動を積極的に推

進した。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①引き続き、上記の取り組みを推進する他に、平成29年度には水害ハザードマップを新たに作成し全

戸配布をすることで、最新の浸水想定等を周知するとともに、新たに、浸水継続時間マップや避難行

動指針チェックチャート等を併記することで市民に防災情報を理解してもらい、地域の防災体制の強

化を図っていく。 

②ながら見守り連携協定を府中新聞販売同業組合と協定を締結し、東京都信用金庫協会・宅建取引業協

会並びに不動産協会と、本市及び府中警察署の四者で協定を締結した。 

今後、子供に対する犯罪や特殊詐欺の発生状況などの情報は締結を結んだ業者に発信し、安全で快適

に暮らせる持続可能なまちを更に構築する。 

 寸劇による特殊詐欺被害防止等の防犯講話は引き続き実施する。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①について、タイムリーな水害ハザードマップ作成などツールを使い、市民へ情報提

供できる仕組みが出来たことは評価できる。一方で、全国各地で起きている自然災害

を教訓にもう少しアクションがあっても良いのではないか。地域単位の防災訓練など

を一層強化し、自主的に防災に取り組むような施策を検討してほしい。 

・②については、寸劇やながら見守りなど、安全に対する活動は評価できる。また地域

安全リーダー講習会への女性参加者増は、自主防犯活動において良い兆候だと捉えら

れる。更なる若年層、女性の参加を増やすよう取り組みを続けてほしい。 Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 １ みんなが安心して暮らせる地域づくり 

具体的な施策 ② 公共施設・インフラの計画的な管理及び運営 

主担当課 建築施設課、管理課、公園緑地課 

施策概要 

・公共施設マネジメントの取組として、公共施設の最適化と計画的保全に努め、市民

が将来にわたり良好な環境で施設を利用できるよう努めます。 

・老朽化が進むインフラ（道路・公園等）を長期にわたり安全に管理していくため、

インフラマネジメント計画に基づき、推進します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

公共施設の市民 

1人当たりの 

延床面積 

㎡/人 

現状維持 

2.52 2.49 2.48 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

② 

公園や都市緑化で 

緑あふれるまちと 

しての市民満足度 

％ 

74.0 

70.3 76.2 76.7 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 

50



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①②国が策定したインフラ長寿命化基本計画に基づき、公共施設及びインフラの現況や課題を改めて整

理し、公共施設マネジメントとインフラマネジメントが連携して、総合的かつ計画的な施設の維持管

理に取り組むため、パブリックコメント手続を経て、府中市公共施設等総合管理計画を策定した。 

①最適化の取組としては、意見交換会やパブリックコメント手続を実施し、市民意見を踏まえて学校施

設の更なる活用と地域プールの見直しに係る基本方針を策定した。計画的保全の取組としては、効果

的な予算配分につなげるため、引き続き、施設の劣化状況調査と施設所管課に対するヒアリングを実

施し、工事の優先順位付けに結果を反映した。 

②街路樹や公園樹木の適切な維持管理を行っていくために、「安全性の確保」、「良好な環境と景観の形

成」、「維持管理費の軽減」を考慮した、府中市街路樹の基本方針等を策定した。また、インフラマネ

ジメントの推進については、平成29年度のインフラマネジメント白書・計画の改定に向け、施設の

数量などの現況調査を実施した。 

Ａ 

【平成２９年度における取組など】 

①最適化の取組については、第1次府中市公共施設マネジメント推進プランに基づく施設所管課の取組状況の把握や調

整を行う。計画的保全の取組については、施設情報を一元的に管理するためのシステムを構築するとともに、新たな

施設管理の手法として、包括施設管理委託導入の検討を進める。また、平成30年度から平成33年度を計画期間とす

る第2次府中市公共施設マネジメント推進プランを策定する。 

②平成24年度のインフラマネジメント計画策定後の、国による法改正等に対応するため、有識者を含めた協議会の中で

現行の施策の評価を行い、平成64年度までを期間としている計画の改定をする。街路樹や公園樹木については、昨年

度に策定した方針等に基づく管理を実施することで、適正な維持管理を推進する。また、平成30年度から平成32年

度までの3年間で試行的に実施する、道路等包括管理事業（北西地区）の受託者の選定を行う。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①②ともに数値変動はほぼ皆無であり、進捗状況が着実に進んでいると評価できる。

取組内容についても、計画や方針を定め、地域の実情をとらえ、諸問題に対する取り

組みが実施されている、もしくはされる体制が構築できているのではないかと考えら

れる。今後、各種定められた計画・方針の着実な実施を期待したい。 

・新たな施設管理手法（包括施設管理）の導入を検討とあり、費用対効果の観点からも

是非進めてほしい。また、包括施設管理の委託先、もしくは再委託先に求めたいのは

管理面だけでなく「まちづくり府中」のような地域をマネジメントする機能を有する

団体との連携も視野に入れ取り組んでほしい。 Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ① 地域交流・活動の促進 

主担当課 地域コミュニティ課、協働推進課、指導室 

施策概要 

・高齢者の社会的な孤立を防ぐとともに、子どもや学生が地域づくりに関わる機会を

持てるよう、幅広い世代の交流を促進し、地域社会を支える共同体の機能を深めま

す。 

・相互友好協定を結んでいる東京外国語大学及び東京農工大学をはじめ、市内の企業

やＮＰＯ等と連携することで、地域課題を市と市民が協働して解決する体制の整備

を目指します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

各文化センター圏域

でのコミュニティ 

事業参加者数 

人 

231,000 

222,427 228,575 238,754 ― ― ― 

 Ａ Ａ    

② 

市と大学や企業等が

協働実施している 

事業数 

事業 

現状値以上 

59 56 41 ― ― ― 

 Ｂ Ｃ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①天候に左右される屋外でのスポーツ行事の会場を体育館等に変更するとともに、学校

行事と重ならない日程を設定することにより、圏域住民の参加を促進できた。 

②大学連携については、市内大学との協働・連携推進会議を開催するなど、相互に事業

提案・調整を行うことで、新たな事業の実施や連携事業数を増やすことができており、

順調に連携体制の充実を図ることができている。 

※コミュニティ・スクール事業においては、学校と地域とが連携して、放課後補習授業、

運動会での地域参加種目の設定、ボランティア活動などの新たな取組がなされるよう

になった。 
Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①地域性を活かした新しい事業も企画・立案し、事業に参加したことのない方にも足を運んでもらえる

よう働きかけたい。併せて将来も行事が継続していくよう後継者の育成も思案していきたい。 

②協働先の大学や企業等の新規開拓を行うとともに、すでに連携体制が構築されている大学や企業等に

ついても、事業内容の更なる充実を図っていきたい。 

※コミュニティ・スクール事業については、引き続き、地域の教育力を生かして推進していきたい。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・①については、「雨天時を想定したスポーツ行事の会場変更」や「学校行事に配慮した

日程設定」など参加者数を確保のための工夫や配慮がなされ、前年度比で参加者数が

増加している点は評価できる。現状値からの推移においても年々増加傾向にあり、こ

の点も評価できる。今後、事業・行事の持続性の観点から、文化センター圏域ごとに

実施・運営上の課題を整理して対応策を検討し、文化センター間で共有してほしい。 

・②については、前年度比で大幅に事業数が減少している。担当課による評価としては、

大学連携については事業実施や連携事業数を増やすことができたとの評価であるが、

企業連携については言及されていない。企業連携に要因があるのかも含めて、事業数

が前年比大幅減となった要因分析に努めてほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 
（対象：平成28年度） 

 
基本目標 ４ 地域とつながる安心な暮らしの確保 

基本的方向 ２ 地域コミュニティの活性化 

具体的な施策 ② 空き家などの活用 

主担当課 環境政策課 関連課 住宅勤労課、地域コミュニティ課 

施策概要 
・空き家や空き店舗などは、地域活動に活用できる重要なストックであることから、

これらを有効活用し、地域コミュニティ拠点の整備などを目指します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

空き家等を活用した

コミュニティ活動 

事例 

人 

実施 

未実施 未実施 未実施 ― ― ― 

 Ｃ Ｃ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・平成27年度における関係課との連携・協議に加え、平成28年度より、附属機関（府

中市空家等対策協議会：会長・市長）における本市空き家対策に係る審議を開始した。

具体的な審議内容は、平成29年度中の公表を予定する空き家対策計画の作成に係るも

のであり、その中で空き家利活用の方向性も定めることとしている。 

・空き家利活用の主担当課を中心に庁内関係課の意見も整理（※）したうえで、附属機

関において、空き家利活用の方向性は「基本方針」という形で平成28年度内に一定の

結論を得た。（①相談体制の整備・関係事業者との連携により民民の取引時における利

活用活性化を図ること、②公共目的での利活用は各施策を進めるにあたって個別事案

ごとに必要な場合に検討すること、という2点に方向性を整理した。） 

※ 附属機関の審議と並行し、庁内の意見調整が必要な場合は「府中市空き地・空き家

対策庁内検討委員会」を運営し関係課との連携を図っている。 

Ｃ 

【平成２９年度における取組など】 

・平成29年度中に計画の公表を予定している。空家等対策の推進に関する特別措置法第3条（※）に

定めるとおり、空き家対策の原則は所有者等による自己管理にあるため、空き家利活用についても、

平成28年度に定めた「基本指針」に則り、その原則との整合を図り検討を進めていく。 

※参考：空家等対策の推進に関する特別措置法第3条 

 （空家等の所有者等の責務） 

第3条 空家等の所有者又は管理者（以下「所有者等」という。）は、周辺の生活環境に悪影響を及

ぼさないよう、空家等の適切な管理に努めるものとする。 

・本年度は、東京都及び調布市と共催で、空き家等対策の推進及び啓発を目的に、懸念される居住環境

の悪化，防災面で課題となる空き家問題，利活用の推進など、空き家にまつわる基本的な問題・課題

を共通テーマにしたセミナーを4回開催する予定です。 

 

 
  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・空家対策協議会の審議が開始され、公表に向けての計画、また、空き家利活用の審議

がなされていることは評価できる。空き家や空き店舗の活用には、法的整備も必要だ

が、市民協働による地域の拠点として、使いやすく、様々な市民のアイデアが取り入

れられる、柔軟な体制づくりを期待したい。 

・現在、大学の若い人たちの空き家利用が進められていると聞いた。また、子育て家庭

や多世代交流や相談できるまちづくりの拠点としても、今後の空き家利用を柔軟に進

めてほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価 

指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 

【対象：平成28年度】 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成28年度） 

 
事業名 ラグビーのまち府中推進事業 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 政策課 

事業概要 

・ラグビーを新たな地域資源として捉え、様々なイベントの実施などによりラグビー

人気の定着を図るとともに、ＰＲ活動の推進、市内の子どもたち向けラグビー教室

の開催などにより、市内外において「ラグビーのまち府中」のイメージを確立させ

ます。 

・「ラグビーのまち府中推進委員会」を立ち上げ、イベントの実施などを官民協働で

実施することで、まちの賑わいづくりにおける共通認識とビジョンの共有を図り、

将来の中心市街地活性化および商業の活性化に繋げます。 

 
 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標（Ｈ28年度） 目標（Ｈ31年度） 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 

ラグビーに関連する

特産物や商品、飲食

メニューの開発（市

内ラグビー関連スポ

ット） 

件 

5 20 

0 3    

※平成２７年 

度の実績 Ｂ    

 

 

② 市内でのラグビー関
連イベントの参加者 

人 

5,000 10,000 

1,500 7,500    

※平成２７年 

度の実績 Ａ    

 

 

③ 
大学やトップチーム

と連携するラグビー

関連事業数 

事業 

2 3 

2 5    

※平成２７年 

度の実績 Ａ    
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④ 休日のけやき並木通
りの歩行者通行量 

人 

現状値以上 

19,378 15,586    

※平成２７年

度の実績 Ｃ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・平成２８年度は、市内関係団体一丸となってラグビーを活用したまちづくりを推進す

るため、ラグビーのまち府中推進委員会を設立し、各種事業を展開した。 

①「ラグビーに関連する特産物や商品、飲食メニューの開発」については、観光協

会の仲介により、市内菓子事業者によるオリジナル菓子（２軒）の作成・販売の

ほか、オリジナルトートバッグを作成し、イベント等を通じて市内外に販売、Ｐ

Ｒすることができた。 

②③「市内でのラグビー関連イベントの参加者」及び「大学やトップチームと連携

する事業数」については、近隣自治体及び大学と連携したラグビーフェスティバ

ルや、市内チームと連携した府中ダービーマッチ、ラグビーのまち府中デーの開

催など、様々な事業を展開することにより、市内外からの集客、地域活性につな

げることができた。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

・継続してラグビーのまち府中推進委員会を中心に、前年度の事業を継承、拡大し展開を図っていく。 

①「ラグビーに関連する特産物や商品、飲食メニューの開発」については、引き続き、市内菓子店

等と連携し、商品開発を進めるほか、市内飲食店と連携し、飲食メニューの開発な幅広い事業

展開を進めていく。 

②③「市内でのラグビー関連イベントの参加者」及び「大学やトップチームと連携する事業数」

については、引き続き近隣自治体、大学及びトップチームと連携し、各種イベントを実施する

ほか、市民を交えたまちづくりカフェ（ワークショップ）の開催など、新たな視点、アイデア

を取り込んだ施策展開を検討する。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 
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３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・ＫＰＩ①について、ラグビーを活用したまちづくりを進めるために、市内の事業者と

ともにオリジナルグッズを創作、販売し始めている点は評価できる。しかし、目標値が

５に対して実績値３の現状をみると、平成３１年度までに目標値２０を達成するのは難

しい。目標を達成できなかった理由をしっかり捉えるとともに、既に開発された商品の

モニタリングを行い、事業者の売り上げに寄与しているかを確認し、開発した商品が好

事例であれば、追随してくれる事業者も出てくるのではないか。さらに、平成２８年度

はお菓子をメインに開発しているが、今後目標の達成に向けては、飲食店でラグビーに

関連するメニューを一品加えたりするなど、あまりコストがかからない方法も検討して

ほしい。 

・平成２７年度には２つのイベントを実施し、参加者１，５００名であったものを平成

２８年度には５つのイベント、７，５００名の参加者へ増加させている点は評価できる。 

・府中が「ラグビーのまち」として世間一般に認知されるよう、今後更に施策、事業が

展開されることを期待する。 

・ラグビーワールドカップが２０１９年に開催されるため、２０１８年度から２０１９

年度にかけて府中市でも盛り上がりを見せるので、一過性ではなく、ワールドカップ後

を見据えた、草の根的な取組として、近隣自治体、大学及びトップチームと連携し、各

種イベントを継続的かつ積極的に展開することを期待する。 

・中心市街地活性化事業で作成したパンフレットをラグビー関連で作成したら面白いの

ではないか。 

・目標の達成に向けて、まちを動かすぐらいの気持ちで取り組んでほしい。 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成28年度） 

 
事業名 中心市街地活性化事業 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 経済観光課 

事業概要 

・ＪＲＡ東京競馬場の来場者を中心市街地へ呼び込むための取組として、購入した馬

券を提携店舗で提示することでサービスが受けられる「東京競馬応援サポーターズ

事業」を実施しています。この事業の取組回数の拡大および効果的なＰＲ方法の検

討により認知度を向上させるとともに、提携店舗を増加させることにより来場者の

多様なニーズに応えられるような環境を整備することで、ＪＲＡ東京競馬場来場者

の中心市街地における飲食を促し、商業の活性化を図ります。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標（Ｈ28年度） 目標（Ｈ31年度） 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
東京競馬場タイア

ップ参加店舗数 
店舗 

20 100 

17 100    

※平成２７年 

度の実績 Ａ    

 

 

② 
東京競馬場タイア

ップ来店数 
 組 

200 16,000 

104 17,190    

※平成２７年 

度の実績 Ａ    

 

 

③ 
休日のけやき並木

通りの歩行者通行

量 

人／日 

現状値以上 

19,378 15,586    

※平成２７年 

度の実績 Ｃ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・本市の中心市街地に近接する一大集客施設「ＪＲＡ東京競馬場」への来場者を中心市

街地に呼び込むための取組として、グルメサイト「食べログ」との協働による「冊子

deおトクにグルメキャンペーン」を実施した。 

駅・車両におけるポスター・中吊り広告の掲示や食べログサイトでのバナー及びク

ーポン冊子の作成など、あらゆる媒体を用いた認知向上施策の展開により、当初の想

定よりも大変多くの方にご利用いただいた。 

協力店舗からも新たな集客につながる施策として評価をいただき、今後の取組に対

する期待が高まった。 

Ａ 

【平成２９年度における取組など】 

・平成２８年度に実施した「冊子deおトクにグルメキャンペーン」では、ＪＲＡ東京競馬場で取得し

たクーポン冊子のＱＲコードをスマートフォンなどで読み取り、協力店舗で提示することでサービス

を受けることができるという内容であったため、ＪＲＡ東京競馬場から中心市街地への呼び込みに一

定の効果があったものの、中心市街地内の回遊性に関する評価に課題があった。そこで、平成２９年

度は協力店舗間での回遊性強化を図るべく、「府中ぐるめぐりクーポン＆スタンプラリー」を実施す

る。概要としては、東京競馬場及び各協力店舗に掲示するポスターのＱＲコードを読み取ることでク

ーポンとスタンプを獲得するものである。中心市街地を複数のエリアに分け、各エリアにおいてスタ

ンプを獲得することでプレゼントに応募することができる。複数のエリアの店舗を回っていただく仕

掛けづくりを行うことで、中心市街地内での回遊性強化を図る。 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・ＫＰＩ①及び②ともに目標値を大きく上回っているので取組を高く評価できる。取組

が有効のようなので次年度以降も継続して行ってほしい。 

・本事業で作成した冊子について、回遊性の強化を図るためには、冊子に各飲食店への

アクセス方法（ちゅうバスの路線図・時刻表等）を掲載したり、グルメキャンペーンの

ウェブサイトを開設し、ＪＲＡのウェブサイトにリンクを貼ってもらうことを検討して

ほしい。 

・“回遊性”の概念と目的が不明瞭であり、「回遊性＝食べ歩き」でよいのか、飲食以外

の店舗や公共施設（ルミエールや公園などを含む）の利用を含めることも検討するなど、

“回遊性”をもう少し俯瞰的かつ多角的に捉える必要があるのではないか。 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成28年度） 

 
事業名 百人一首かるたコンテンツを活用した観光誘客推進事業 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ① 市の魅力を高め、知名度を向上させる活動の推進 

主担当課 経済観光課 

事業概要 

・国内外で普及しているかるたコンテンツやかるたを題材とした人気漫画「ちはやふ

る」を活用し、同作品ゆかりの地である滋賀県大津市、福井県あわら市、東京都府

中市の３市と、関連企業、商業施設などが官民で連携することで、かるたコンテン

ツを発信し国内外からの観光客を誘致します。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
京王線府中駅におけ

る１日の乗降人員 
人 

現状値以上  

85,279 88,100    

※平成２６

年度の実績 Ａ    

 

 

② 
京王線分倍河原駅に

おける１日の乗降人

員 

人 

現状値以上 

89,249 92,493    

※平成２６

年度の実績 Ａ    

③ 

府中市主要観光施設

（観光情報センタ

ー・観光物産館・郷

土の森博物館・美術

館・ＪＲＡ競馬博物

館・サントリー武蔵

野ビール工場）観光

入込客数 

人 

1,000,000 

819,625 956,817    

※平成２７

年度の実績 Ａ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 

64



 

２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

・府中市への観光客の誘致と、競技かるたの普及啓発を目的とし、事業を実施した。現

在連載中の人気漫画「ちはやふる」の魅力を活用し、作品の舞台として登場する府中

市のＰＲと、作品の題材となっている競技かるたの普及啓発を行った。事業内容とし

て、ちはやふる（原作・アニメ・実写映画）の複製原画展、資料展示や、当時の現か

るたクイーンをはじめ、作品のモデルにもなり実際に府中市内で活動しているかるた

会による模範演技や、アニメ声優、監督、ディレクターらによるトークショーを実施

した。さらに、人気漫画「ちはやふる」の舞台となった片町文化センターで初心者か

るた大会を開催するとともに、競技かるたを紹介するボードを掲示した。 

  また、作品の舞台として登場する「大津市」と「あわら市」との「三市連携」とし

て観光ＰＲビデオの放映や、各市のお土産品の販売を行った。 

 

Ａ 

【平成２９年度における取組など】 

・平成２９年度の実施事業として、引き続き片町文化センターで初心者かるた大会を開催するととも

に、競技かるたを紹介するボードを掲示する。また、実写映画版の続編が平成３０年の春に公開予定

となっており、その時期に併せて事業を実施する予定である。 

※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・ＫＰＩと本事業による、かるたコンテンツの普及努力の因果関係は判断し難いが、「ち

はやふる」を活用した様々な取組が行われた点は評価できる。その中で、「初心者かるた

大会」は新たにかるたを始める人にとっては良い機会になるので評価できる。大会に合

わせて袴などの着付けを行うことで海外の方への反響もあるので検討してほしい。さら

に、テレビアニメ「ちはやふる」の新シリーズとなる第３期が２０１９年に放送される

予定なので、アニメに伴う各種イベントを検討してほしい。 

・本事業の今後の方向性について、「ちはやふる」をきっかけとした時限付きの手法では

なく、これを契機として「百人一首かるた」を活用したまちづくりを本格的に進める具

体策を講じてほしい。 

 

Ａ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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具体的な施策・重要業績評価指標（ＫＰＩ）進捗状況評価票 

（地方創生関連交付金対象事業） 
（対象：平成28年度） 

 
事業名 市有財産の活用による中心市街地活性化に向けたまちづくり推進事業 

基本目標 ２ 定住促進に向けたにぎわいの創出とふるさと意識の醸成 

基本的方向 １ 府中の魅力を活かしたにぎわいの創出 

具体的な施策 ② 地域の連携によるにぎわいの創出 

主担当課 財産活用課、経済観光課 

事業概要 

・官民連携による市有地活用のための民間事業者の募集および契約に当たり、助言や

支援を受けるためのアドバイザリー業務を委託し進めます。 

・中心市街地における「にぎわいの創出」と「回遊性の向上」を図るため、商業者等

が一体となった取組を中心的に推進するまちづくり府中へのスタートアップ支援

や、活動目的であるエリアマネジメントの推進に向けた支援を行います。 

 
１ 重要業績評価指標（KPI） 

指標名 単位 

現状 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 

目標 

実績 実績 実績 実績 実績 

進捗 進捗 進捗 進捗 進捗 

① 
府中駅周辺公共施設

の再編に伴う新たな

活用を行う施設数 

件 

2 

0 0    

※平成２７年

度の実績 Ａ    

 

 

② 休日のけやき並木通
りの歩行者通行量 

人 

現状値以上 

19,378 15,586    

※平成２７年

度の実績 Ｃ    

 

 

③ 大規模商業施設の年
間販売額 

億円 

353 

339 334    

※平成２７年

度の実績 Ｂ    

  ※進捗  Ａ：目標達成に向け、順調に進捗している。 

       Ｂ：やや遅れているが、概ね順調に進捗している。 

       Ｃ：遅れが生じている。このままでは目標の達成が難しい。 
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２ 進捗状況評価（担当課） 

【平成２８年度の取組内容と評価】 

担当課 

評 価 

①中心市街地の活性化に向け、市有地活用の可能性を最大限に高めるとともに、民間事

業者にとっても参入しやすい状況を整え、官民双方にメリットを生み出すため、府中

駅周辺のニーズ等の的確な把握、現状や課題の洗い出しを踏まえたサウンディング型

市場調査を実施し、府中グリーンプラザ及びふれあい会館敷地の活用方針策定に向け

た条件の整理を行うことができた。 

②③平成２８年１２月には一般社団法人まちづくり府中が設立され、その設立に向けた

登記費用等の補助を行うとともに、まちづくり会社設立後の初期費用及び資金として

出資を行った。 

Ｂ 

【平成２９年度における取組など】 

①平成２８年度に実施したサウンディング型市場調査の結果を踏まえ、府中グリーンプラザ敷地活用方針を

策定し、今年度中の活用事業者の決定に向け、募集要項等の作成・公表等を行った。また、ふれあい会館

敷地については、サウンディング型市場調査では、民間事業者が既存建物を解体した上で分譲マンション

等を建設するという提案が多くあり、民間事業者の活用の可能性については十分あるものと判断できた。

しかしながら、当該土地の売却を市が行うことによる影響等（学区内小学校の教室不足の現状や、マンシ

ョン建設に伴う児童等の人数の増加など）を検証する。 

②③中心市街地の活性化に向けた経済活力の向上や回遊性の創出を図るため、未利用市有地の活用や実証実

験を行うとともに、東京競馬場とのタイアップ事業について、民間事業者による新たな発想に基づく効果

的な事業につなげることを目的に、まちづくり府中への委託を行う。 

 

  ※評価 Ａ：取組が順調に進展しており、進捗状況は良好である。 

      Ｂ：取組が進展しており、進捗状況は概ね良好である。 

      Ｃ：取組が遅れており、進捗状況は不十分である。 

 

３ 進捗状況評価（協議会） 

【担当課評価などに対する意見】 

協議会 

評 価 

・府中駅周辺公共施設の再編に伴うアドバイザリー業務により、新たな活用を行う２施

設（府中グリーンプラザ及びふれあい会館）敷地の活用方針策定に向けた条件整理がで

きたという点は評価できる。 

・土地の売却を市が行うことにより、マンション建設に伴う児童等の人数の増加や学区

内小学校の教室不足の助長が懸念されるので、将来を見据えた対策を講じてほしい。 

・一般社団法人まちづくり府中のスタートアップ支援の取組がなされており、評価でき

るが、ＫＰＩとの関連性は不明瞭である。 

 

Ｂ 

  ※評価 Ａ：目標の達成に向けて、着実に進んでいる。 

      Ｂ：目標の達成に向けて、概ね進んでいる。 

      Ｃ：目標の達成に向けて、改善や工夫が必要である。 
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